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認知症介護実践リーダー研修実習編の協力スタッフを事前に把握するため本シートを活用する


【評価基準（5段階評価尺度）】
	段階
	評価レベル
	評価基準・行動定義

	5
	卓越（模範）
	他の模範となり、自律的に判断・行動できる。後輩への指導・助言も高度に行える。

	4
	達成（単独）
	上司の指示がなくても、単独で安定して標準以上の行動・ケアが実践できる。

	3
	概ね達成
	基本行動はできるが、複雑な場面や判断が難しい状況では助言・サポートを必要とする。

	2
	発展途上
	知識・意識はあるが、安定した実践には上司や先輩の適切な指導や確認を要する。

	1
	要課題（未達）
	行動が不十分であり、意識改革や基礎からの計画的指導が急務である。




アセスメント評価項目
領域1: 専門的介護実践と質の向上（実践力）
	評価項目
	具体的行動基準
	評価
	ポイント

	1-1 根拠に基づく介護実践
	利用者の尊厳を守り、アセスメントと根拠（ICF・認知症ケア視点等）に基づいた適切なケアを実践している。
	
	

	1-2 介護技術の手本
	適切な移乗・排泄・食事ケア等の技術を自ら実践し、チームの手本となっている。
	
	

	1-3 事故防止・リスク感度
	ヒヤリハットの早期発見や安全対策に留意し、現場の危難予測と安全環境づくりに努めている。
	
	



領域2: 後輩指導・OJT推進力（指導力）
	評価項目
	具体的行動基準
	評価
	ポイント

	2-1 計画的なOJTの実践
	後輩職員の習熟度や性格に応じた段階的な指導（OJT）を行い、丁寧なフィードバックを行っている。
	
	

	2-2 相談・傾聴姿勢
	後輩からの相談に対し感情的にならず傾聴し、安心感を与えつつ的確な助言・承認を行っている。
	
	

	2-3 役割付与とモチベーション喚起
	後輩に適切な役割や挑戦の機会を与え、主体性ややる気を引き出す工夫をしている。
	
	



領域3: チームワーク・多職種連携（連携調整力）
	評価項目
	具体的行動基準
	評価
	ポイント

	3-1 情報共有・確実な伝達
	申し送りや介護記録を通じ、ケアに必要な情報を正確・迅速にチーム内へ共有している。
	
	

	3-2 会議・カンファレンスの活性化
	カンファレンスやミーティングで積極的な意見発言を行い、議論の活性化や共有に貢献している。
	
	

	3-3 他職種とのスムーズな協働
	看護師・理学療法士・ケアマネジャー等の他職種と連携を保ち、円滑に情報交換・相談ができている。
	
	



領域4: 業務改善・問題解決力（業務管理力）
	評価項目
	具体的行動基準
	評価
	ポイント

	4-1 業務課題の発見・提案
	日常業務のムダ・不合理・危険に気づき、手順見直しや環境改善の提案を行っている。
	
	

	4-2 優先順位とタイムマネジメント
	突発事項が発生しても優先順位を冷静に判断し、効率的な時間管理と業務遂行ができる。
	
	

	4-3 緊急時・変化への柔軟対応
	急変時や欠員発生時において動じず、指示の確認と落ち着いた対応ができる。
	
	





領域5: 組織貢献・リーダーシップ姿勢（態度・姿勢）
	評価項目
	具体的行動基準
	評価
	ポイント

	5-1 理念・方針の理解と体現
	事業所の理念・ケア方針を理解し、自身のケア実践や発言において前向きに体現している。
	
	

	5-2 当事者意識と責任感
	チームの課題を他人のせいにせず、「自らの課題」として捉えて改善に努める姿勢がある。
	
	

	5-3 自己研鑽と素直な受容性
	上司や周囲からのフィードバックを素直に受け入れ、学び続ける自己研鑽の姿勢を持っている。
	
	



総合評価およびギャップ分析シート
	評価領域
	評価平均①
	評価平均②
	ギャップ（①-②）

	領域1: 専門的介護実践と質の向上（実践力）
	
	
	

	領域2: 後輩指導・OJT推進力（指導力）
	
	
	

	領域3: チームワーク・多職種連携（連携調整力）
	
	
	

	領域4: 業務改善・問題解決力（業務管理力）
	
	
	

	領域5: 組織貢献・リーダーシップ姿勢（態度・姿勢）
	
	
	

	【総合平均】
	
	
	




整理
	【優れた強み・模範となる点】
実践における丁寧さ、後輩からの信頼度の高さなど、具体的事実を記載




	【課題・改善点】
現状の課題と改善点を整理
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